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	不当労働行為の審査を東京都労働委員会に申立て はなまる（根室花まる）のゼンセン第二組合を用いた一連の行為について
	　回転寿司ユニオンは６月30日、単組の公共一般労組として、東京都労働委員会に対して、「不当労働行為救済申立書」を提出し、受理された（事件番号：８都委不第32号）。被申立人は株式会社はなまるであり、ゼンセン第二組合を結成させたうえで店長をしてこれへの加入を勧奨していることや、回転寿司ユニオンとゼンセン第二組合との間で中立を保持していないこと等の不当労働行為について救済を求めるものである。
	　回転寿司ユニオンが申立てている都労委事件は、あきんどスシロー救済申立事件（７都委不26号）に次いで２件目である。あきんどスシロー事件は、和解に向けて大詰めの局面であり、回転寿司ユニオンにおける都労委事件の主眼は、はなまる事件とまもなく申立て予定のはま寿司事件に移ることとなる。
	　都労委の場で、第二組合を用いた不当労働行為が許されないことを明らかにしていく。
	はま寿司の企業内組合、ホームページをまたもバージョンアップ
	　はま寿司の企業内組合はこのほどホームページを更新し、コンテンツを大幅にバージョンアップさせた。
	　まず、回転寿司ユニオンへの相談・加入が相次いでいることに危機感を抱いたためか前回更新時に追加された「従業員相談窓口」ページには、新たに相談先の電話番号とメールアドレスが記載された。また、「よくあるご質問」というページも新設され、Q＆Aも掲載されている。
	　これらのバージョンアップが回転寿司ユニオン対策であることは明白である。たとえば、「従業員相談窓口」ページについて、過去の「めざして」15号では、「ホームページにハリボテ「従業員相談窓口」設置も、誰が相談できる？」と題して、具体的な相談先が一切掲載されていないこのページを「ハリボテ」と指摘していた。このページの更新は、この指摘を受けて慌てて行なったものだろう。
	　また、このページには「※この相談窓口は、社内の不正告発ではなく、職場環境の改善や会社との交渉を目指す方を支援する労働組合です。」という注意書きがなされている。企業内組合が個別の問題について交渉を「支援」してくれるなどにわかには信じがたいが、ともかく、この記載は回転寿司ユニオンはま寿司本部の「労働相談」ページにある「※この相談窓口は、実態告発をする窓口ではなく、職場を改善するために声をあげたい、会社と交渉したい方向けの、労働組合の窓口です。」との記載と瓜二つであり、回転寿司ユニオンを意識していることがみえみえである。
	　しかし、再三指摘しているように、何も労働組合というのは、立派なホームページをつくればよいというものではない。いかに現場ではたらく従業員の声に寄り添い、要求実現のために本気で取組むか否かが肝要なのである。





